
初学者向け事務ガイダンス

● ● 通信教育部での学び方 ● ●

① 補助教材・Web学習サービスについて
② カリキュラム表の確認
③ 単位の修得方法
④ 履修計画を立てよう
⑤ スクーリング学習について
⑥ 通信学習について
⑦ 学習上の注意事項
⑧ 学習サポートシステムについて
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①補助教材・Web学習サービスについて

学習のしおり
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法政通信 通信学習シラバス・
設題総覧

大学からのお知らせ、
各種締め切りや

スクーリングについて
確認できる
（年9回送付）

年間スケジュール、
リポートの書き方や
試験の受け方など

学習の流れや事務手
続きを確認できる

通信学習の各科目の
概要やリポート設題
（一部試験範囲）を
確認できる



①補助教材・Web学習サービスについて
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Web学習サービス

◎大学からのお知らせの確認
◎『法政通信』やWebシラバスの閲覧
◎各種申請、単位修得試験やスクーリングの申し込み
※現住所等を変更した場合は必ず申請してください！

入学許可証と一緒にIDと
パスワードを送付しています！



②カリキュラム表の確認

←卒業に必要な単位と、その内訳

←区分毎の具体的な科目の一覧

「教育課程表（カリキュラム表）」の見方
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人文分野 8単位以上
一般教育 36単位 社会分野 8単位以上

自然分野 8単位以上
外国語 1外国語４単位（うちスクーリング２単位以上）
保健体育 2単位
----------------------------------------------
合計 ４2単位



②カリキュラム表の確認

「教育課程表（カリキュラム表）」の見方

履修学年

１～：１年生以上であれば履修可能

科目の構成単位

必修科目
選択必修科目
選択科目

スクーリング必修科目

区分

5

『履修・成績通知書』の見方は
「学習のしおり2022」pp.138-139
自身の不足分と照らし合わせて
必要単位を確認しましょう。
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③単位の修得方法

卒
業

卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得

通信学習の履修届はありません。
各自計画を立てて進めてください。



③単位の修得方法
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リポートと試験の両方合格で
単位修得です！



③単位の修得方法
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③単位の修得方法
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履修学年・構成単位・テキスト・掲載ページの確認

ＳＴＥＰ④通信学習で学ぼう。④履修計画を立てよう
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シラバス・リポート設題（抜粋）

☆指定市販本は大学生協
または書店で購入

☆通教テキストは履修学年
進学時に配本

☆申告制テキストは該当学
年・学科の方のみ配本申請可

★「シラバス」・・・科目の概要
★「設題」・・・リポートの設題

★「試験範囲」・・・一部、ページ数のある科
目は単位修得試験範囲が掲載されている。
ただし、原則としてテキスト全体からの出題
なのできちんと学習をして臨みましょう！

まず、どの科目から学習を始めるか
『通信学習シラバス・設題総覧』をチェック！20XX

20XX年度



④履修計画を立てよう

11

シラバス

科目の概要や成績評価基準、学習指導のポイントなどが
記載されているので必ずチェックしましょう！

例

例えば、「法学」の場合



④履修計画を立てよう
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設題

試験
範囲

※試験問題の公表のない科目は、テキスト全体から出題される

（例）

例



④履修計画を立てよう
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①通信学習で4単位
②スクーリング2単位+通信2単位
③スクーリングで4単位
どの方法で単位修得するかを、スクーリングの開講予定を
確認して計画を立てましょう！

今年度のスクーリング開講予定一覧は、『法政通信』4月号、
または通信教育部のWebサイトの「ニュース」で掲載しています。



④履修計画を立てよう
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20XX年度



スクーリング概要の確認

「学習のしおり」で、スクーリングの種類や開講期間、授業形態を確認しましょう。

●春期スクーリング／●秋期スクーリング
⇒１科目あたり、週1回100分授業×約14週実施

●夏期スクーリング／●冬期スクーリング
⇒１科目あたり、午前・午後・夜間（夏期のみ）
※100分の授業を1日当たり2時限を連続6日間、または1日当たり
4時限を連続3日間（夏期のみ）の集中授業を実施

●地方スクーリング（全国５都市）／●ＧＷスクーリング／●週末スクーリング
⇒１科目あたり100分の授業を１日当たり４時限、連続３日間授業を実施

●前期メディアスクーリング／●後期メディアスクーリング
⇒１科目あたり50分～100分の授業14講義分もしくは
45分～90分の授業15講分を動画配信

開
講
期
間

長

短

⑤スクーリング学習について
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⑤スクーリング学習について

『法政通信』
夏期スクーリング：4月号
冬期スクーリング：10.11月号

・過去の『法政通信』は通信教育部Webサイトで閲覧可能
・『学習のしおり』「スクーリング日程について（予定）」に掲載号あり

＜掲載内容＞
・スクーリングの開講情報
申込手続きや期間などの手続きの詳細
スクーリング指定テキスト一覧
スクーリング時間割
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スクーリングの詳細を確認して
申請書の提出と振込の締め切りを厳守しましょう！
必要なテキストも早めに入手しておきましょう！

例



履修申請・受講料の振込

・『法政通信』に掲載される開講案内に従って、所定の期間内に履修する科目
の申請と受講料の振り込みを行います。

・履修申請は、Web学習サービスで行います。

・受講料：15,000円／科目
※メディアスクーリング、地方スクーリングは20,000円／科目

⑤スクーリング学習について
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スクーリング試験
・原則、スクーリング授業最終日の最終授業時間の中で実施。
（※「出席日数」を満たさないと、受験資格がなくなるので注意！）

詳細は『学習のしおり』「スクーリング試験」を参照
（例）春期／秋期スクーリング：実授業日数の２分の１以上の出席

・メディアスクーリング ：科目によって以下①②のいずれか
①メディアスクーリング試験 以下の単位修得試験と同日・同日会場で実施
前期メディアスクーリング：６月または７月の単位修得試験会場で実施
後期メディアスクーリング：12月または１月の単位修得試験会場で実施
②リポート試験
インターネット上でリポートを提出

合否結果通知
・約50日程度でハガキ及びＷｅｂ学習サービス上で通知される。

⑤スクーリング学習について
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ＳＴＥＰ④通信学習で学ぼう。

リポートの提出

⑥通信学習について
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リポート提出受付期間を厳守してください！
※リポート提出は今年度、単位修得試験は次年度受験も可

20XX

20
XX

年
度

20XY

20XX



リポートの作成

ＳＴＥＰ④通信学習で学ぼう。

●４単位修得する場合：第１回と第2回を解答。

●２単位修得する場合：第１回を解答。
＊４単位構成科目で、２単位をスクーリングで修得している場合も含む

⑥通信学習について

科目コード 科目名 設題数 （科目構成単位数）
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特記事項があ
る場合は注意

注意事項は必
ず守りましょう

例



まずはじめに・・教材を確認しようーリポートノートー

◇一般（科目共通）：特定科目以外の科目で使用

◇特定科目用：科目ごとに問題が記載されたリポートノート

●入手方法●
・入学時、進学時に一定数を送付
・不足時は通信教育部で購入

簿記Ⅰ簿記Ⅱ・簿記Ⅲ・簿記Ⅳ・地理調査法（自然編）

・該当者のみに送付（入学時または履修学年進学時）

・個別に申請が必要

英語２・英語３・仏語１・独語１

「学習のしおり」巻末に申請書式があります。

※法政生協で当該科目の指定テキストを購入すると、
付属しているため申請は不要

１設題用

２設題用

●使用方法●
・1冊に複数科目のリポート課題を書くことは不可
・1度に提出する設題数に応じて使い分けよう

１設題用と２設題用のリポートノートの使い分けは、
『学習のしおり』を参照。

⑥通信学習について ＊リポートノート
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リポートの作成

ＳＴＥＰ④通信学習で学ぼう。

リポートノートの綴じ方やリポート提出票の書き方は、

『学習のしおり』「リポート作成と提出」 を参照

⑥通信学習について ＊リポートノート
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各月の試験実施会場は、『学習のしおり』に掲載
※会場変更のおしらせ→『法政通信』およびWeb学習サービスに掲載

ＳＴＥＰ④通信学習で学ぼう。

単位修得試験の日程確認

⑥通信学習について ＊単位修得試験
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※次年度4月の単位修得試験の日程は『法政通信2月号』でお知らせします。

20XX年度



登録方法：Web学習サービスより登録または単位修得試験登録票の提出

「単位修得試験」を受けるには「リポートの提出」が条件です。
※不備のあるリポートは提出と認められません！

⑥通信学習について ＊単位修得試験

単位修得試験の登録
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試験登録が完了すると受験票が発送されます。
Web学習サービスでも確認できます。

⑥通信学習について ＊単位修得試験

受験票の送付

許可=「＊」、不許可=「Ａなどアルファベット表記」を確認しましょう
『学習のしおり』「単位修得試験 受験票について」参照
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・試験時間 １科目60分
・試験開始時刻 10時20分～ ※10時までに着席すること
・テキスト等の参照：一切不可
・基本的には論述式
・年8回の試験すべての回で、すべての通信学習科目の問題が
出題されます。
・１回の試験あたり３科目まで受験可。
・問題冊子は終了後持ち帰ることができます。

※簿記のみの受験者は、試験冊子の持ち帰り不可。

※Web 学習サービス右側のバーに
「単位修得試験_受験の巻」に詳細あり

ＳＴＥＰ④通信学習で学ぼう。

単位修得試験の受験

⑥通信学習について ＊単位修得試験
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・単位修得試験の合否結果：約50日程度
・リポートの添削結果：約60日程度

ＳＴＥＰ④通信学習で学ぼう。

合否結果通知（リポート・単位修得試験）

●リポート再提出の場合
再提出となったリポート設題は３年間再提出することができます。
※テキストの経過措置期間が終了した場合は、再提出期間もそこで終了

再提出期間終了までに合格できなかった場合は、
当該年度の設題で新規提出しましょう。

Ｗeb学習サービス及び試験結果通知はがきで通知します。

⑥通信学習について ＊リポート・試験の合否
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●単位修得試験不合格の場合
在学期間中、何回でも受け直すことができます。



⑦学習上の注意事項
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不正行為を行った場合は厳しい処分が科されます。
リポート作成や単位修得試験には真摯な態度で臨みましょう！
※Web学習サービス右側のバーに「学習支援ハンドブック」の詳細あり



⑧学習サポートシステムについて
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担当教員による講演会や、卒業生による座談会・学部別グループ相談会をオンライ
ン形式で実施します。
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通信教育部公式マスコットになることを
夢見ている「りぽたん」です！

がんばろう！
法政通教生～！


